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平成２３年度も早１ヶ月が経過しようとしている今日この頃ですが、保護者の皆様方におかれましては、ま

すますご健勝のことと拝察いたします。今学校では、１月の下旬から行われていた私立高校の入学試験が今日無事

終わりました。１・２年生は、締めくくりの学年ということで勉学に勤しんでいるところです。学校も徐々に落ち

着いて参りました。これも保護者の皆様方や地域のご協力のおかげと感謝申し上げます。

これからも、もっともっと楽しい学校に生徒会と一緒になって取り組んでまいりますので、ご協力のほどよろし

くお願いします。



校 長 佐 伯 玲 子

今回のアンケートで初めて入れた項目「１ 夢や希望をもっている」「２ 自分にはよいところがあると思う」

は、全国学力状況調査にも入っている項目です。「１」については昨年度の調査結果（秋穂中３年生）ではＡ評価

（当てはまる）４２％、Ｂ評価（どちらかといえば当てはまる）２８％で、全国・県平均よりも低い結果が出て

いました。そのこともあり、昨年度からキャリア教育への取組に力を入れてきました。今回、Ａ評価４４％、Ｂ

評価３４％となり、昨年度Ｄ評価が１４％あったのが５％と、ほとんどの生徒がはっきりとはしなくても何らか

の夢や目標をもっていることがわかりました。しかし、「２」については昨年度も全国・県よりも低かったのです

が、それよりも低い結果となっており、どの生徒もみんなもっているよさを認識できる機会を設定する必要があ

ることが見えてきました。

他の項目については、昨年度の結果と比べてあまり変化はありませんが、「５ 先生はわかりやすく教えてい

る」のＡＢ評価を合わせたものが、９３％から９６％へ「 １１ 学校のきまりを守っている」のＡＢ評価を合

わせたものが、８８％から９３％へと伸びてきています。また、前回お知らせしました保護者評価と同様、Ｄ評

価の割合は少なくなっています。

今後の課題としては、先に述べた「２ 自分には、よいところがある」という自己肯定感と「１５ 自分は家

庭学習をする習慣が身についている」という家庭学習習慣の定着があげられます。「２」については、３学期中に

「友だちのよさ、自分のよさを発見」する時間を設定したいと思います。また、そのよさをどうやって伸ばせば

よいかや自分に自信のもてる役割や場面設定についても学校全体としてどうしくむかを考えていきたいと思いま

す。「１５」について、学校としては今取り組んでいる自主学習ノートやドリームアッププリントの提出をより確

実にしていきたいと思います。


